筒描藍染（つつがきあいぞめ）
筒描藍染は４００年前から出雲地方に伝わり、かつて孫拵え（まごごしらえ）や嫁入り支度などとして布団皮、夜着類、ふろしき、子負い帯などが染められ、出雲地方の特産品として栄えてきました。
　筒描藍染は、筒袋に糊を入れ、筆を使うようにのりを絞り出しながら描いていく技法で、家紋や屋号などを白抜きに藍染するものです。型染とは異なり、柔らかい線が出ることなどに特徴があります。
　昭和４０年時点では、県内３件の紺屋で筒描藍染が行われていましたが、現在は長田茂伸氏の長田染工場のみとなっています。伝統工芸技術である筒描技術を県内で唯一伝承している点で大変貴重です。
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　　　　　　　　　筒袋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　藍甕
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　　　　　　　　　 筒描　　　　　　　　　　　　　　　　　　　糊落とし
